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一の宮巡拝会

　行楽の季節たけなわのこの時期に、御朱印ガール
という言葉を耳にした。 神社やお寺巡りをする若い
女性たちのことで、各地の神社やお寺にお参りをし
て御朱印を集める。 たくさんの御朱印を集めた御朱
印帳は美しく、 墨で書かれた社寺の名称と日付、朱
印のコントラストが美しい。
　それぞれに工夫を凝らした朱印や達筆で書かれた
独特の書が人気だという。 
中にはイラストが描かれた
ものや、期間限定の朱印も
あるそうで、これらの御朱
印がネットで高値で取引さ
れているそうだ。 それを不
謹慎として御朱印を取りや
めたお寺もあると聞く。
その理由は、御朱印はスタ
ンプラリーのようなもので
は無く、それぞれの社寺を
参拝したり納経した大切
な証しなので、売買するものではないからだという。 
まさにその通りで頂いた時の感動は忘れられない。
　一の宮巡拝会で発行している御朱印帳は、今では
伝統的な奥出雲斐伊川（手漉き）と四国楮和紙を使
った高級な御朱印帳になっているが、この一の宮巡
拝の専用の御朱印帳が作られたのは今から20年も
前のこと。 当時はまだ「一の宮」という言葉も全く一
般人には知られていなかった。

そんな時代に一の宮巡りを普及するのには、専用の
御朱印帳が必要と、私財を投じて1万冊を製作され
たのが初代の巡拝会代表世話人の入江孝一郎先生
であった。
　私はその製作前の段階で試作された御朱印帳を
手にして、 全国の一の宮をお参りしたのであった。
各神社に参拝して御朱印を頂く時には「一の宮専用

の御朱印帳を作りますの
でご購入をお願いします。」
と宮司様はじめ神職の方
々にお願いをし正式参拝
をしたことが今も記憶に新
しい。
　数年前から旅行会社が
「一の宮巡りの旅」を企画
して一般の方々から多くの
参拝者が増えた。 各自手
に持った御朱印帳をそれ
ぞれに差し出している姿を

見ると隔世の感がある。 参加者は圧倒的にお年寄り
が多い。 家宝になると手漉き和紙で作られた高価な
御朱印帳を手に、年はとっても御朱印を頂くときの
緊張感と期待感は若い女性たちと変わらない。 受け
取った時の感動と心弾む思いは、さしずめ御朱印爺
婆（ジジババ）と言えるのではないだろうか。
　　　　　　　一の宮巡拝会　相談役　関口 行弘
　　

御朱印集めが人気
　　－頂く気持ちに年関係なしー

http://ichinomiya-j.com



平成29年1月28日(土)

正式参拝前

宮司様から神社の由緒を聞く
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　本年の初参りは酉年に因み､ 足立区花畑に「日本武尊」を御祭神として鎮座す
る大鷲神社の正式参拝を主とし､  隅田川東側沿いの由緒深い神社（白髭神社･三
囲神社･牛嶋神社･亀戸天神社･富岡八幡宮･品川神社）六社を巡拝致しました｡ 
特に大鷲神社の正式参拝は厳粛で､ その後本殿四周の数多の彫刻を回廊から身
近に拝する事ができました｡ 本殿正面の左右前柱は一本彫りで浮彫りされてい

る『昇り龍』と『降り龍』が誠に素晴らしく建築彫刻の名作といわれているものでした｡ 左甚五郎三世で後藤与
五郎の作と伝えられている江戸末期の代表作で圧倒的な彫刻でした。
　大鷲神社は応徳（1084年）頃から毎年例祭として日本武尊の命日とされる11月の酉の日に、武尊への報恩
感謝の祭りが行われるようになり、 大変なにぎわいを呈し、次第に門前市が開かれ、世にこれを「酉のまち」と
称される事となったと伝わる。 これが今の「酉の市」の起源といわれ、大鷲神社は「酉の市」発祥の神社としても
　　　　　　　　　　　　　　　　　 知られている。  　　　　　　　　　　                事務局　

鷲宮神社社號碑 

本殿廻廊をめぐりながら 各所の彫刻を見て廻る 　～　

見事な神苑・池には神橋が架かる 氏子中の建立石灯籠

浜中宮司様と共に 本殿前柱 一本彫りの ｢昇り龍」｢降り龍」ー江戸末期の素晴らしい彫刻

参道中間鳥居から見る拝殿

報告 平成29年度 吉例 新年初詣巡拝平成29年度 吉例 新年初詣巡拝
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朱印帳巻末に完拝証明を
致します

　全国一の宮１０２社（１０８所）を
巡る参拝の旅は､ 広大無辺な御
神徳を頂ける祈りの旅でもありま
す｡ 私たち巡拝者に多くの事象を
大自然の法と共に､神と生きる道
を教示してくれる｡ 何巡目になろう
と､ 常に新鮮な御魂になれる場所
こそが､ 一の宮の聖地で在ろうと

心得て惟神の歩みを続けて頂きたいと存じます｡
今回､ 諸国一の宮を完拝された会員を祝福させて頂く証
しのために『諸国一の宮 巡拝成就』の記念御守カード（下
見本）を作製致しました｡ 未会員の方はご相談下さい。 
東京本部事務局で
完拝の証明が出来
た方のみ､ 御希望者
には特別頒布をさせ
て頂きます｡ （但しお
一人様 一組 3,000
円､ 巡拝成就記念お
守り携帯カード･完拝証状  完拝者名入 Ａ５判）

☆お問い合わせは本部東京事務局まで｡ 
Tel :03－5823－3901（月～金）13:00～17:00
（土・日・祝は休業です）
E-mail : junpai@alpst-net.co.jp

かんながら

のり

「諸国一の宮巡拝成就の証」 
　　　　　発行について

「諸国一の宮巡り 掛軸」
頒布のお知らせ
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これは表面です 〈90% 縮小〉   （うら面は108社の神社名入り）

　日本全国１０６社を巡拝する新しい旅の始まりです｡   
『諸国一の宮巡り』 の掛軸 （仮巻き）が､ 新たに巡拝会
から頒布する準備がようやく整いました｡ 是非､ 御朱
印帳と共に御軸も携え､ 悠久からの神氣と息吹を求め
て一の宮を巡りましょう｡ きっと素晴らしい神 と々の出
会いと共に日本各地の伝統文化･風土を再認識する旅
となります｡ 諸国一の宮の神々が導きのまにまに重積
してゆく御神印を拝する時､ 自ずと頭を垂れ､ 手を合
わせ､ 素直な心に甦る自分を､ 感じて下さい。
御軸は護持者の宝物となり御尊家の守護神様となり
ます事を願っています｡　     取扱は本部東京事務局

◆送料について：関東圏：1,000円､ 近畿圏：1,100円
　　　　　　　  九州･北海道圏：1,500円､ 沖縄：2,800円
                 ＊送料は地域により若干の差額が生じる事も有ります。

完拝者割引  15％   34,000 円＋税（2,720）＝36,720円＋送料別

継続会員割引  10％   36,000 円＋税（2,880）＝38,880円＋送料別
〈当会完拝証明者〉

〈29年度会費納入者〉

上　代 40,000円
消費税   3,200円

頒　布 43,200円

諸国一の宮巡り
掛軸 （仮巻き・新編版）
諸国一の宮巡り
掛軸 （仮巻き・新編版）
諸国一の宮巡り
掛軸 （仮巻き・新編版）

上 代 40,000円  （消費税別）



一の宮めぐり 遠江国一の宮めぐり 遠江国 平成29年5月13日(土) ～14日(日)報告
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5月13・14日、クラブツーリズム主催の「一の宮
めぐり遠江国」 をご案内してきました。
参加者は 28 名。 内初参加者は 1 名。 前日までの予
報では「東海は大雨」とあり、心配しながら小雨の中、
新宿集合地へ。
（一日目）
　9時、新宿を出発し、本降りの雨の中、磐田ICより
①矢奈比賣神社（自由参拝）へ。
しっとりとした雨の中、社頭参拝後、参道左右のつつ
じの中を通って、「霊犬神社」を参拝。 「悉平シッペイ
太郎伝説」 により、 磐田市と駒ケ根市とが姉妹都市
となったきっかけがこの伝説です。 駒ケ根では「平太
郎」と呼び、 磐田では「悉平太郎」と呼ぶそうです。
②遠江国二の宮：鹿苑神社 （自由参拝）へ。
現在は「ロクオン」と訓しますが往古は「カソノ」と訓
します。 舊社地は天竜区春野町神戸カンド島です。 
国府近くに遷座されました。 到着時には雨も上がり、
参拝後境内を散策しかかると、突然巨木の 「スダジイ」
から強力な香りが発せられ、このめぐりあわせに全員

がビックリ。 全員が巨木に触り、「氣」を頂きました。
③小国神社（正式参拝）へ。
駐車場には神職様2名がお待ち下され、当方恐縮しき
りで、ありがたく境内をご案内頂きました。雨に浄め
られた、新緑の参道を歩み、社務所で新茶を頂いた
後、正式参拝。 後、ご好意により、高円宮家所蔵の根
付の展示を拝見させていただきました。 何人もの神
職様方の温かいおもてなしに感激し、又、境内の雰囲
気・空気に感動しながらバスへ。 本当に有難うござ
いました。お見送りまでして頂き、バス内でも感動を
持ち続けながら、当日のホテルへ。
（二日目）
　曇空のなか、①事任八幡宮（正式参拝）へ。
鳥居をくぐると同時に、空気が替わった事に全員がオ
オ！！ ご神木を取り巻き「氣」を頂きながら拝殿へ。
正式参拝後、 本殿横のご神木前に集合。
イナバウワーと言いながら、仰ぎ見る。 自由行動時間
を長くとり、本宮山上の本宮にも多くの人が登拝され、
又、社務所で新茶を頂きながらお話や掛け軸の絵を

第1日目：遠江国 一の宮 小国神社ほか　第2日目：遠江国 一の宮 事任八幡宮ほか



堪能させていただきました。 後醍醐天皇の皇子が当
社を参拝した時に現れ、その姿を絵師に絵がかせて
奉納されたと。「己等乃麻知比賣命」の御姿と。 9時～
10 時の参拝で、雨後の浄められた空気と、新緑の木
々の息吹に心が癒されました。温かいおもてなしを、
本当に有難うございました。
②静岡浅間神部神社（自由参拝）へ。
当浅間神社が「富士新宮」と称した事から、富士宮市
・浅間大社は「富士山本宮」と称したと。  「アサマ」と
「センゲン」との違いと、由来を説明しながら、山上へ
の石段を昇降。 結構な運動になりました。 次の日本
平への途中、富士山の頂上が雲間から顔を出し、この
めぐりあわせに感謝しました。
昼食後、ロープウエーの往復で③久能山東照宮へ。
裏説を話しながら拝観・参拝。一路、新宿へ向かいま
した。 御殿場周辺で大渋滞にハマりましたが、何とか
一時間遅れで新宿に到着。 散会時には、皆様の表情
が明るく生き生きとしたものに変わっており、ご案内
した私にとって一安心と共に、大変な喜びとなりまし
た。 自身も元気を頂きました。 次回は「三河・尾張・
美濃国」 での再会を祈念しながら散会しました。
本当に有難うございました。
　　  ナビゲーター  村上 彰 （関東ブロック世話人）

 訃報
会員 373  森  和代 様（大阪市北区）平成２９年６月９日 他界
されました｡  謹んでご冥福をお祈りいたします。
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◆ 出羽国一の宮  鳥海山大物忌神社山頂
　本社の 「遷座祭」 が７月８日（土）日没
　後に開始され２０年に一度の厳粛なる
　神事が執り行われました｡ 伊勢神宮か
　ら下賜された檜の古材を使用した新本
　殿へ無事 「ご神体」 が遷座されました｡
　巡拝会事務局と致しましては 8月12日に
　登拝予定で、山頂本社での御祈祷を例
　年通り行なって来ます｡ これから鳥海山
　大物忌神社山頂本社へ登拝される予定
　のある方は､ 充分な準備をされた上で
　9月初旬頃までに参拝登山を終えられ
　る事を願っております。

◆大谷武司様　皇學館大学 本学神道学専攻科の課程
　を修了し 平成29年3月18日無事卒業されました｡
　これからは巡拝会の発展指導と一の宮巡りのナビゲ
　ーターとして益々活躍される事を願っています。
　卒業おめでとうございます｡

◆会報31･32合併号､投稿原稿中に不適当な文面があ
　りました事､編集･事務局として衷心よりお詫び申し
　上げます｡今後の校正には細心の注意をはらい掲載
　してまいりたいと深く反省致しております。     陳謝

●●●告 知 版

「遷座祭」 翌日（7月9日）の
 御本社



一の宮めぐり 隠岐国 平成29年5月19日(金) ～20日(土)報告
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第1日目：隠岐国 一の宮 水若酢神社ほか　第2日目：隠岐国 一の宮 由良比女神社ほか

5月19・20日、クラブツーリズム主催の「一の宮
めぐり隠岐国」 をご案内してきました。
参加者は25名。 内初参加者は2名。
隠岐国は、3泊又は4泊で四島を巡るのが理想です
が、1泊2日で、一の宮二社の他、どの神社を参拝し
たら満足いただけるか、 悩みました。

（一日目）
羽田から飛行機の乗り継ぎで島後へ。
先ず①水若酢神社（正式参拝）へ。 忌部宮司自らによ
る正式参拝。 その後、御由緒なども含め詳しくご案内
頂きました。 全神職様方の温かいおもてなし、ありが
とうございました。
②壇鏡神社（自由参拝）へ。 山中深く、狭い道をバス

でひた走り。 鳥居の前で、出雲大社への対応伝承を
説明しながら川に沿った自然の参道を。 水が多けれ
ば音がすぐ聞こえるのですが、前日までの好天によ
り、水量が少なく、特に雌滝は岩盤上を流れている状
態。 雄滝は何とか水しぶきまで見られましたが、滝裏
での景色は物足りない状況です。
　周辺の空気を味わいながら、次の③玉若酢命神社
（自由参拝）へ。 途中、バス中から都万の屋那の松原と
船小屋を眺め、玉若酢命神社へ。 17時を過ぎていま
したが、ご好意により、参拝と億岐家宝物殿拝観をさ
せていただきました。 朝方も良いのですが、夕方も素
晴らしい雰囲気を持っています。 参拝後、ホテルへ。
　夕食後、有志で「一の宮巡拝満願者」のお祝い会を
開き、クリーミーで大きな岩ガキを頂きました。 



10年前に初めて当地で味わったのと変わりなく、美味
しかったです。 大満足。 御馳走様でした。

（二日目）
　8時30分発の大型フェリーで西之島へ。
御朱印は、都合により、観光案内所に預けてあるとの
事。 一の宮といえど、 維持・管理は大変です。
到着後、 御朱印帳を預け、 ①由良比女神社（自由参
拝）へ。
「イカより場」を見ながら参拝。 石灯篭台座には、「イ
カ」や「因幡の白兎」伝承に基づく波間を飛んでいる
「兔」が彫られています。 拝殿御扉の上には、９ハイの
イカが。 参拝後、特別な建築を眺めながら、ご本殿を
一周。 ある地点で、殆どの人が「ここに何かおられる。
空気が異なる」 と感じられ、しばし佇んでいました。
　流石、一の宮と大満足しながら、②国賀海岸へ。
牛馬の放牧されている姿を見ながら展望台へ。 自然
の力の凄さ、素晴らしさを体感すべく、下までほとん
どの人が降りられました。 小さな祠が祀られており、
降りた全員が参拝しました。 個人的には申し訳なく、

上から遥拝させていただきました。 ごめんなさい。
船の時間もあり、 急ぎ昼食場所へ。
　その後、③黒木神社・黒木御所跡を拝観し、港へ。
明治後半、隠岐に来たことのない有名な学者先生が、
「天皇を配流したのなら、島後の国分寺でなければな
らない」と強く主張したことから、国分寺で行在所跡
とPRしています。 島後には、後醍醐天皇の地元の伝
承は一切なかったと。 黒木神社の御朱印も観光案内
所に用意されています。 ジェット船で、一時間で島根
半島七類港へ。 そこから米子空港へ。 そして、米子空
港から羽田へと帰着。 
　今回は、船の時間がポイントで、かつ、移動に時間
が掛かり、本当にお疲れ様でした。
　しかし、毎回のごとく、明るく生き生きと輝いた表
情に、一安心で散会しました。 有難うございました。
私も体調を整え、次回の「肥前・肥後・筑後国」 に備
えたいと思います。
本当に有難うございました。

　　　ナビゲーター  村上 彰 （関東ブロック世話人）
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｜
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｜
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薄
謝
謹
呈

●四国和紙・楮笹ヶ峰
　一の宮神社名・ご祭神名入り
　定価七千円（送料別）

●四国和紙・本文白紙版
　（楮笹ヶ峰）
　定価六千円（送料別）

◆斐伊川和紙（奥出雲・手漉き）
　 本文白紙版
　定価一万三千円（送料別）

◆
全
国
一
の
宮
め
ぐ
り

　
一
の
宮
神
社
の
神
職
で
構
成
さ
れ
て
い
る『
全
国
一
の
宮
会
』事

務
局（
大
和
国
一
の
宮
大
神
神
社
内
）で
平
成
二
十
年
十
二
月
に
発

刊
さ
れ
た
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式
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
一
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宮
め
ぐ
り
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現
在

第
五
版
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な
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お
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ま

す
。巡
拝
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発
行
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全
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一
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宮
巡
拝
の
す
す
め
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合
せ
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活
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け
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幸
い
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。

◆
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す
る
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宮
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光
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介
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